
「各種検診・健診事業及びこども医療費助成等の拡充を求める要望書」 

 

2月 20日(水)、公明党鈴鹿市議団として、「各種検診・健診事業及びこども医

療費助成等の拡充を求める要望書」を、末松市長に手渡しました。 

 

「各種検診・健診事業及びこども医療費助成等の拡充を求める要望書」(要旨) 

平成 25年度政府予算案が 1月 29日閣議決定され、子宮頸がん予防・ヒブ・小

児用肺炎球菌のワクチン接種の定期接種化と併せて、既存の予防接種法に基づ

く定期接種の公費負担対象範囲が 9割となるよう、普通交付税措置が講ぜられ

ることとなりました。 

 今後、国としての予防事業の取り組みが強化をされていくことから、元気なまち

鈴鹿を標榜する本市としても、市民の健康を守るため、各種検診・健診事業のさ

らなる拡充に取り組んでいくことを要望致します。 

 また、子ども医療費については、三重県も小学 6年生までの通院・入院無料化

を実施しており、鈴鹿市として更に拡充していくことを求めます。 

 

以上のことを踏まえ、下記の事項を要望致します。 

記 

1.予防接種法に基づく定期接種の接種率向上のため、広報・啓発に努めること。 

2. 水痘、おたふくかぜの任意予防接種への公費助成を検討すること。 

3.各種がん検診の受診率向上のため、休日検診の拡充と広報・啓発の強化に



努めること。 

4. 男性特有のがんである前立腺がんなど、がん検診無料クーポンの更なる拡

充に努めること。 

5. 生活習慣病予防のため、特定健診の受診率向上に努めること。 

6. 未来を担う子ども達を守るため、子ども医療費の中学生通院無料化に取り組

むこと。 

7. 市民が気軽に利用できるよう、運動器具の公園等公共施設への設置を進め

るなど健康づくりの環境整備に努めること。 

以上 

 


